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（３）高３「キャリアパス探究」 

 ①授業時間   総合的な学習の時間（１単位 毎週木曜日）の授業を中心に行う。 

 ②対象     高校３学年全生徒 

 ③目標     ２年間の「課題研究」について整理し、大学等で継続して追究したい

内容について考え、自分の進路、人生に関して考えを深める。 

 ④授業内容 

   以下のシラバスに基づき、まず２年間取り組んできた、「地域課題研究」、「異文化研 

究」を中心に各自取り組んだ諸研究についてまとめ、その後、卒業後、大学等で引 

き続き追究したい内容について考察し、最後に自分の人生、進路に関して「英語で 

宣言文」を作成した。 

課題研究Ⅲ（グローバル発展～キャリアパス探究）シラバス 

Stage１課題研究（1 年地域課題研究・2 年異文化研究）を振り返る➀～③ 

Stage２「学びの計画書」の作成、キャリアパスの探究 ➀～③ 

Stage３「シンカ宣言」の作成 ➀～③ 

 日 程 内       容 

 １ 4/11 オリエンテーション 

 ２  18 Stage1-1 課題研究（1 年地域課題研究・2 年異文化研究）を振り返る➀ 

 ３  25 〃 1-2     〃                     ② 

  5/15 講演会 

 4 6/6 Stage 1-3 課題研究（1 年地域課題研究・2 年異文化研究）を振り返る③ 

 ５ 6/13 Stage 2-1 学びの計画書・キャリアパスの探求➀ 

 ６   20 〃  2-2      〃          ② 

 ７ 7/4 〃  2-3      〃          ③ 

 8 7/4 Stage 3-1 シンカ宣言            ➀（日本語） 

 9 7/18  〃 3-2      〃          ②（英語） 

10 9/12  〃 3-3      〃          ③（英語） 

11 1/20 まとめアンケート 
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⑤実施状況 

１．シート①に基づいて各自 2 年間の課題研究およびその他の研修等についてまとめた。 

２．シート②を使って「学びの統合化」を図り、卒業後、大学等での継続して探究した

い対象を追究した。 

３．シート③（モデル例）を示して、各自「シンカ宣言」の骨格、或いは日本語版を作

成し担当者がチェックした。 

４．英語で「シンカ宣言」を作成、提出。 

５．英語科で添削して生徒に戻す。 

６．生徒は訂正箇所を修正して完成 

 

⑥成果及び反省 

   3 年次は、１，２年次に取り組んできた自分の課題研究を振り返り、ＳＤＧs（持続可

能な開発目標）の解決に向けて自分の何が生かせるか、どう貢献していきたいか。自分

の生き方在り方、キャリアパスを考えることにある。１月の生徒アンケートでは、佐高

の伸ばしたい６つの力のうち⑥｢グローバル社会に貢献する高い志｣が高１時 54.7％➟

高２時 62.9％➟高３時に 78.9％と、特に高３段階になって伸びた。シンカ宣言の執筆

は、ＳＤＧｓへの貢献を踏まえたキャリアパス研究の深まりに効果的であった。 

  また、将来の学び計画を具体的に詳らかにして、高校生活で打ち込んだ課題研究を有

効に使いながら AO 入試や推薦入試にチャレンジし、進路実現をする準備が、基本的に 7

月のシンカ宣言の執筆段階で整った。実際、ＡＯ・公募制推薦入試の合格数も、国公立

大学を例にみると過去年間８名、６名、６名だったのが、昨年度（ＳＧＨ最初の卒業生）

１６名、今年度２７名を輩出し、ＳＧＨ活動との相関が明らかである。進路実現が目的

の探究は本来の探究ではないけれども、生徒たちの活動が大学入試においても評価され

た形である。 

 

   

       ＜シート①＞               ＜シート②＞ 
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＜シート③＞             ＜資料＞ 

 


